
 (2) 文化振興基金助成事業（自主事業）

若手芸術家・民俗
芸能後継者等育成
事業

　国内の優れた指導者による若手芸術家を育成する研修や学生･未経験者を対象と
した体験入門研修、ワークショップ等の活動に対し助成し、次代を担う創造性豊か
な若手芸術家の育成や文化芸術のすそ野の人材確保を目指す事業

障がい者芸術活動
支援事業

　県内の福祉団体等による障がい者芸術支援活動に対し助成し、障がい者芸術の振
興や障がい者芸術に対する県民の理解の増進を目指す事業

被災団体備品整備
事業

　津波被害や激甚災害に指定された災害により被害を受けた民俗芸能用具購入また
は修理

いわて芸術家派遣
事業

　岩手県内在住の芸術家を学校等に派遣し、児童生徒の鑑賞の機会を提供する活動
に対し助成し、芸術家の人材活用と育成を目指す事業

アートマネー
ジャー育成事業

　県が実施するアートマネジメント研修を受講した者のうち選考された者が、（公
社）全国公立文化施設協会が実施するアートマネジメント研修又は（一財）地域創
造が実施するアートマネジメント専門研修に参加する費用の一部を助成し、アート
マネージャーの育成を目指す事業

特認事業 　文化振興上、特に必要と認める事業

  イ　特別事業

 　文化芸術活動の活発化及び東日本大震災等により被害を受けた民俗芸能団体の活動の復興の契機とす
べく、令和５年度において文化団体等が実施する次の事業に対し、助成を行う。

対象事業名 内 容

刊行物発行事業 　文芸作品集、郷土研究誌等の刊行

参加する文化活動
推進事業

　地域社会を基盤として住民自ら参加して行う文化活動

文化団体結成促進
事業

　市町村の総合的芸術文化団体または広域にわたる文化団体の結成促進

各種大会等参加事
業

　全国大会、東北大会等の大規模な催しへの参加

文化活動研修事業 　文化活動指導者等の研修会、講習会の開催または県外で行われる研修会等への参
加

文化団体備品整備
事業

　楽器、郷土芸能用具、その他文化団体の活動に必要な備品の購入または修理

  ア　継続事業

  県民の文化活動が活発に推進されるよう、文化団体等が実施する次の事業に対し、助成を行う。

対象事業名 内 容

文化活動成果発表
事業

　文化活動の成果発表のために行う展示会、演奏会、芸能祭等で広域にわたるもの

５　総務部事業

 (1) 第76回岩手芸術祭開催事業（一部岩手県委託事業、一部実行委員会事業）

　県内の芸術団体と連携し、岩手芸術祭を開催
・開催期間：　令和５年10月～令和６年２月
・開催行事：　開幕式典･総合フェスティバル、美術展、小中学校美術展、演劇、
　　　　　　　伝統芸能、音楽、舞踊、演芸、移動公演、文芸ほか
・開幕式典等：10月７日（土）岩手県民会館
               （10月７日～８日　芸術体験イベント）
・テ ー マ：　「未定」



 (7) 寄付金の受入（自主事業）

　事業団の設立目的である芸術文化の振興事業及び東日本大震災津波等の復興支援事業に充てるため、
寄附金を募集する。

体験・学習業務 ア　体験教室　月１回程度
イ　平泉学講座

 (5) 岩手県文化芸術振興基盤強化事業（岩手県委託事業）

　岩手県が立ち上げる「いわてアーツコンソーシアム（官民一体の文化芸術推進体制の構築）」事業について、先
進事例や基金助成事業等の各種調査研究を支援。
　いわてアーツコンソーシアム推進会議（仮称）やアートマネジメント研修の運営を支援。

 (6) 広報事業（自主事業）

　事業団が実施する事業を広く県民に周知するため、事業団のホームページやＳＮＳ、県政記者クラブ
へのプレスリリース等、報道機関を活用した広報を実施。
ア　事業団ホームページ（通年）
イ　ＳＮＳ（通年）：Twitterにより週１～２回程度の情報発信
ウ　プレスリリース　年６回程度実施

管理運営業務 施設の管理・運営

ガイダンス業務 ア　展示解説
イ　展示物の監視

展示・情報発信
業務

ア　常設展示
イ　企画展示
　①　企画展　年１回
　②　展示解説会　年３回
　③　企画展特別講座　年１回
　④　展示図録の作成・配布
ウ　解説員研修：職場内研修
エ　情報発信
　①　ガイダンスだより発行
　②　県ホームページやSNSを活用した情報発信（随時）
　③　活動等記録の作成
　④　図書コーナー配架図書の選定・購入・管理・運営

 (4) 平泉世界遺産ガイダンスセンター指定管理業務（岩手県委託事業）

事　業　名 内 容

 (3) 文化芸術による子供育成総合事業（芸術家の派遣事業）［東日本大震災復興支援対応］
　　（文化庁委託事業、実行委員会事業）

事業内容

　東日本大震災により甚大な被害を受けた被災地における文化芸術活動へのニーズを把握
し、その状況や内容に応じて、被災した地域の子どもたちを中心に、様々なアーティスト
による文化芸術を直接体験できるように、県内外のアーティストを小中学校、高等学校、
幼稚園等に派遣、文化芸術体験活動を実施。


